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富山市が募集する公募提案型協働事業に、本会として「防

災・減災社会づくり～特に防災意識の啓発と家具の転倒防

止対策について～」をテーマとする提案をした。 

 富山県地域防災計画には「県民・市民の防災意識を把握

するために防災意識調査を必要に応じて行い、災害対策に

活用する」とあるように、平成25年、26年と２年間にわたっ

て、民間レベルで市民防災意識調査実施した。 

この調査は自主防災会の各家庭を対象に防災意識に関す

る調査をおこない、耐震診断・耐震化改修、家具の転倒防

止等の備えの現況を把握し、この結果をもとにして防災講

座を行い、各家庭が行う地震対策や地域の自主防災会が取

り組むべき今後の課題を探った。 

 また、同地区の小学校５年生を対象に防災教室と「家族

で防災会議」のアンケートを行い、親子一緒に防災につい

て考え、防災意識を高めるとともに地域住民の協力のもと、

各家庭が家具の転倒防止対策を進め、安全・安心な住環境

をつくり、災害に強いまちづくりを目指すことがこの事業

目的である。 

今年度は蜷川地区の４自主防災会（1400世帯）を対象に

８月と１月に調査を実施した。回収率は１回目87.3％、 

２回目は74.1％と１回目より13ポイント下回った。 

★半数以上で家具転倒防止対策はされていない 

家具の転倒防止対策の実施状況（図１）では「対策済み」

「一部対策済み」合わせて 38.7％、「対策はしていない」

54.5％、「この機会に対策を行った」は6.9％であった。 

 

★寝室や居間のテレビ・家具の転倒が心配（図２） 

地震が発生したときに心配なこととして、居間のテレビ

や家具の転倒の心配は52％と半数を超えている。寝室の家

具転倒や家屋の倒壊が心配はそれぞれ約３割に近い。台所

のガス器具や冬季の暖房器からの出火の心配は４割に近い。 

★住宅用火災警報器の設置呼びかけが必要 

住宅用火災警報器の設置状況（図３）では、「この機会に

設置した」4.9％と「以前から設置している」66％を合わせ

ても７割だった。100％の設置が望まれる。 

 
★家族で防災会議は８割で行われていた 

蜷川小学校５年生を対象に防災教室を行い、家族で防災

会議のアンケートを行った結果、８割で話し合いが持たれ、 

様々な取り組みや５年生としての役割を明確にし、「我が

家の防災自慢」が多数挙げられていた。 

 これらの調査結果から、蜷川地区自主防災会が今後取り

組む課題は、住民同士の絆を深めると共に、「寝室やリビン

グの家具転倒防止対策の重要性」「非常持出品と備蓄品の準

備」「家屋の耐震化」「住宅用火災警報器の設置呼びかけ」「指

定避難所の周知徹底」「正しい防災知識の普及」を少しずつ

継続して行い、地域防災力を高めることである。         

国連の国際防災戦略会議による「防災の主流化」が提唱

されて久しい。今年に入って国会審議の中で安倍総理大臣

は、３月に仙台で行われる国際防災会議に触れ、「防災の主

流化に向けて努力したい」「災害に強い日本を目指す」との

力強い答弁もあった。富山県知事は「安全・安心な富山県

づくり」を目指しておられ、我々防災士としてそれぞれの

地域において今回の意識調査等を通して、災害に強いまち

づくりを進め、市民一人ひとりが「備え」、「絆」を大事に

する「市民防災の時代」を作っていくことが、防災士の使

命であり、夢でもある。 

最後に、富山市建設部防災対策課及び富山市教育委員会

学校教育課の皆様には様々な観点からアドバイスを頂き、

この事業を円滑に進めることができ、感謝申し上げたい。 

                    （小杉記） 
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市民防災の時代へ 
富山市公募提案型協働事業の取組みを終えて 
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『日本語に不慣れな方への防災マニュアル』 
射水市民国際交流協会が作成 

射水市民国際交流協会では日本語が不慣れの方

のために、日本語、英語、中国語、ポルトガル語

の並列標記した地震災害のための簡単な防災マ

ニュアルを作成されました。興味がある方は吉澤

防災士までお問合せください。 
外国人の登録状況（参考） 

富山県内の外国人登録は、12,908 人（平成 26 年 1 月
現在）で県民人口に占める割合は 1.18%です。主な国籍
は中国 41.5%、ブラジル 15.7%、フィリピン 12.8%であ
り、この３国で 70%を占めます。 

また市町村別では、富山市(38%)、高岡市(21%)、射水
市(13%)に集中し、富山市は中国、高岡市はブラジル、
射水市はブラジルと中国の国籍が多いことが特徴です。 

 

 

12月６日(土)、レンタルフォーラム アゴラ(富山市)に

おいて富山県防災士会研修会が開催されました。ＮＨＫ富

山放送局キャスターで、 防災士でもある気象予報士の木地

智美さんを講師にお招きし、「富山県の気象と防災」につい

て講演していただきました。会員30名が受講。 

木地さんは、気象予報士として普段心掛けていることは、

天気予報をより役立ててもらうために、何が必要であるか。

また、気象災害から命や財産を守るために防災情報は正確

かつ的確に伝えることを心掛けているそうです。また、平

成26年８月の広島県安佐北区・南区の山崩れの教訓から住

んでいる場所が「土砂災害警戒区域」か否かを確認するこ

とが大事であるとも講演されました。 

最後に、富山県の気象現

象である 12 月～1 月の鰤

のとれる時期に鳴る雷（い

わゆるブリ起こし）は、大

変珍しい冬の名物であり、

富山県の雷の発生件数は

全国第４位(32.2 日、過去 30 年間のデータからの平均値)

であることに参加者は驚いていました。 

 

２月14日(土)、県広域消防防災センターにおいて第３回

出前講座勉強会・会員相互研修会が開催されました。会員

39 名が受講。最初に日本防災

士会が制作した『住民が実施す

る救出活動』をビデオで学習し

た後、堀内防災士のロープワー

ク、荻生防災士、笹川防災士に

よる簡易担架の制作法、関防災

士による三角巾の活用方法、野

田防災士による『災害時応急処

置』の説明など、災害時の救助技術について実践を交えた

指導がありました。この研修会に参加した会員の皆さんは

今後の防災士の地域活動のために熱心に受講されました。 

 ２月21日(土)、富山市総合社会福祉センターにおいて富

山県女性防災士のつどいが開催されました。この集いは、

東日本大震災の教訓を踏まえ、富山県女性防災士のネット

ワークの構築を図り、女性の視点からの防災に対する取組

みについて情報交換するものです。 

開催にあたり東北

エイド代表の川渕映

子先生から「被災地

を支援して」の基調

講演があり、被災地

での行政の手の届か

ないところをケアし

ている取組みなどの

具体的な取り組みに

ついての貴重なお話

をいただきました。 

 講演後には、荻生防災士の進行で、県内各地から計11名

の女性防災士と講師の川渕先生を交えての交流会が行われ

ました。 

参加された皆

さんから、「情報

交換ができてよ

かった」「参加し

てよかった」「情

報が欲しい」「積

極的に参加した

い」「もっと女性

防災士を増やして欲しい」など積極的な感想が寄せられま

した。 

･･････････････････････････････････････････････････ 

≪編集後記≫ 

 我々富山県防災士会は、日頃の活動の継続も

あって県内では一定の評価を頂いているところ

です。これに甘んずることなく自己研鑽に励みましょう。 

平成 26年度富山県防災士会研修会 

出前講座勉強会と会員相互研修会 

初の開催 富山県女性防災士の集い   
11名の女性防災士が参加 

講演する川渕映子先生 


